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情報統合型物質・材料研究拠点がコンソーシアム会員の募集を開始 

～新しい物質・材料研究を進めるオープンイノベーション活動が本格始動～ 

 

配布日時：平成28年4月27日14時 

国立研究開発法人物質・材料研究機構 

国立研究開発法人科学技術振興機構 

 

国立研究開発法人物質・材料研究機構（理事長：橋本和仁）情報統合型物質・材料研究拠点（拠点長：寺

倉清之）は、日本の強みを生かす物質・材料研究におけるデータを利活用した産学官オープンイノベーシ

ョン活動の根幹となるコンソーシアムを設置し、会員の募集を開始します。 

 

概要 

１. 物質・材料研究機構では平成27 年 7 月に設置した情報統合型物質・材料研究拠点の下に、データ

を利活用する産学官オープンイノベーションを推進する場として、産学官の力を結集させるコンソー

シアムを設置します。これは、政府において重要な取組として位置付けることが検討されている「企

業・組織の枠を超えたデータ利活用プラットフォーム」を我が国が強みをもつ物質・材料分野におい

て構築することを目指すものです。 

 

２. コンソーシアムでは、これまでの“勘と経験に基づく材料開発”を抜本的に革新するため、これま

で協業することが難しかった組織や業種、分野といった枠を超えて「データ中心主義」、「共有のカル

チャー醸成」、「オールジャパンでの取組み」といった活動の理念に賛同する企業、研究機関および大

学を会員として募ります。会員が蓄積してきたデータ等も含めて情報学的に解析することで得られる

新たな知見の獲得や、世界最大規模の質の高い材料データベースと最先端の情報科学・データ科学の

ツール開発を実践的に利活用することで、世界に先駆けた新たな材料開発手法（マテリアルズ・イン

フォマティクス）の確立を目指します。 

 

３. 本拠点は、我が国の新材料設計技術を変革する事を目的に、国立研究開発法人科学技術振興機構

（JST）「イノベーションハブ構築支援事業」として平成27年度より支援を受けております。 

 

４. コンソーシアム趣意書、会則や参加方法についての詳細は、情報統合型物質・材料研究拠点ホーム

ページ※をご覧ください。本コンソーシアム活動を通じて、大学等で学ぶ研究者のみならず、企業や

研究機関においてデータ駆動型の材料開発に取り組む研究者・技術者の育成にも大きく寄与すること

が期待されます。 

※ http://www.nims.go.jp/MII-I/ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

（コンソーシアムに関すること） 

国立研究開発法人物質・材料研究機構 情報統合型物質・材料研究拠点 運営室 

〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 

TEL: 029-851-3354 (内線 6609) 

E-mail: mi2iconsortium-adm@ml.nims.go.jp 

 

（JST事業に関すること） 

国立研究開発法人科学技術振興機構 

イノベーション拠点推進部 イノベーションハブグループ 

〒102-8666 東京都千代田区五番町7番地K’s五番町 



2 
 

TEL: 03-6267-4752, FAX: 03-5214-8496 

E-mail: ihub @jst.go.jp 

 

（報道・広報に関すること） 

国立研究開発法人物質・材料研究機構 経営企画部門 広報室 

〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 

TEL: 029-859-2026, FAX: 029-859-2017 

E-mail: pressrelease@ml.nims.go.jp 

 

国立研究開発法人科学技術振興機構 広報課 

〒102-8666 東京都千代田区四番町五番地3 

TEL: 03-5214-8404, FAX: 03-5214-8432 

E-mail:jstkoho@jst.go.jp 

 


